
卒業生のキャリア状況調査に対する
アンケート結果について
【卒業生対象】

本アンケートは、東京農業大学の卒業生及び卒業生の就職先企業における

働く上で必要とされている能力や経験、本学に対するお考え等をお伺いし、

その結果を本学の教育改革に適切に反映して、教育の質向上を図ることを

目的としたものです。



■調査概要

調査対象
令和5年度卒生のうち、卒業時アンケートにおいて
「卒業後大学行事へ協力する」と意志表示頂き、かつ
メールアドレスが判明している方

調査期間 2025年5月15日〜6月14日（30日間）

調査方法

①作成したメーリングリストに基づき、アンケート協力依頼メールを配信
②依頼メール記載のURLへアクセス頂き、回答
※Microsoft Formsを利用
※無記名方式にて実施

調査依頼数 486件（前回※1︓468件）

回答数 94件（前回︓95件）

回答率 19.34%（前回︓20.3%）

質問項目数 33問（前回︓31問）

平均回答時間 7分07秒（前回︓2分56秒）
※１︓2024年5月15日〜2024年6月14日実施の前回調査を指す



FACE1．卒業学部・学科／研究科・専攻をお知らせください。

学部・学科／研究科・専攻 比率
応用生物科学部_栄養科学科 5.3%
応用生物科学部_醸造科学科 4.3%
応用生物科学部_食品安全健康学科 1.1%
応用生物科学部_農芸化学科 1.1%
国際食料情報学部_バイオビジネス学科 4.3%
国際食料情報学部_国際食農科学科 3.2%
国際食料情報学部_国際農業開発学科 2.1%
国際食料情報学部_食料環境経済学科 3.2%
生物産業学部_海洋水産学科 3.2%
生物産業学部_自然資源経営学科 1.1%
生物産業学部_食香粧化学科 2.1%
生物産業学部_北方圏農学科 6.4%
生命科学部_バイオサイエンス学科 1.1%
生命科学部_分子生命化学科 1.1%
生命科学部_分子微生物学科 4.3%
地域環境科学部_森林総合科学科 3.2%
地域環境科学部_生産環境工学科 5.3%
地域環境科学部_造園科学科 2.1%
地域環境科学部_地域創成科学科 6.4%
農学部_デザイン農学科 1.1%
農学部_生物資源開発学科 5.3%
農学部_動物科学科 3.2%
農学部_農学科 5.3%
大学院_応用生物科学研究科_醸造学専攻 1.1%
大学院_応用生物科学研究科_食品安全健康学専攻 1.1%
大学院_応用生物科学研究科_農芸化学専攻 2.1%
大学院_国際食料農業科学研究科_国際アグリビジネス学専攻 2.1%
大学院_国際食料農業科学研究科_国際農業開発学専攻 3.2%
大学院_国際食料農業科学研究科_農業経済学専攻 1.1%
大学院_生命科学研究科_バイオサイエンス専攻 3.2%
大学院_生命科学研究科_分子生命化学専攻 2.1%
大学院_地域環境科学研究科_造園学専攻 3.2%
大学院_地域環境科学研究科_地域創成科学専攻 1.1%
大学院_地域環境科学研究科_農業工学専攻 3.2%
大学院_農学研究科_動物科学専攻 1.1%

合計 100.0%



Q1．本学の教育・研究は満足のいくものでしたか。

項目 合計 比率

とても満足 27名 28.7%

満足 55名 58.5%

どちらともいえない 10名 10.6%

不満 2名 2.1%

とても不満 0名 0.0%

 合計 94名 100%

28.7%

58.5%

10.6%
2.1%

0.0%

とても満足 満足 どちらともいえない 不満 とても不満

・教育・研修について「とても満足」が27名（28.7%）、「満足」が55名（58.5%）と、
9割近くが満足しているとの回答だった。
・「どちらともいえない」10名中3名が『農学部_農学科』、該当学科5名中の6割がこの回答だった。
また、『国際食料情報学部_バイオビジネス学科』においても該当学科4名中2名がこの回答だった。
・「不満」は2名（2.1%）。該当学科は『地域環境科学部_地域創成科学科』、
『大学院_生命科学研究科_分子生命化学専攻』（各1名）だった。



Q2．大学生活を振り返って、学生生活は満足したものでしたか。

項目 合計 比率
とても満足 41名 43.6%

満足 44名 46.8%

どちらともいえない 7名 7.4%

不満 2名 2.1%

とても不満 0名 0.0%

合計 94名 100%
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7.4%2.1%
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とても満足 満足 どちらともいえない 不満 とても不満

・大学生活の満足度は「とても満足」が41名（43.6%）、「満足」が44名（46.8%）と
9割が満足しており、教育・学習への満足度と比較しても、「とても満足」と回答した方が
14名多い結果となった。
・逆に「不満」と回答したのは2名。学科・専攻は『地域環境科学部_地域創成科学科』
『大学院_生命科学研究科_分子生命化学専攻』。



Q3．大学の授業科目について、どの程度熱心に取り組みましたか。
   AからFまでの項目ごとにお答えください。

項目 1熱心 2やや熱心 3やや不熱心 4不熱心 5受講していない 合計 1＋２合計 1＋２/１〜4計

A︓全学教育 26名 51名 12名 4名 1名 93名 77名 82.8%
B︓外国語科目 12名 41名 34名 7名 94名 53名 56.4%
C︓専門科目（実験除く） 47名 39名 7名 1名 94名 86名 91.5%
Ｄ︓専門科目（実験） 50名 30名 4名 10名 84名 80名 95.2%
E︓ゼミや実習 63名 24名 6名 1名 94名 87名 92.6%
F︓卒業論文・卒業研究 52名 35名 5名 2名 94名 87名 92.6%
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1熱心 2やや熱心 3やや不熱心 4不熱心 5受講していない

・『A︓全学教育』については、「熱心」が3割弱、「やや熱心」も併せると8割以上が肯定的な回答。
・『C︓専門科目（実験除く）』『E︓ゼミや実習』『F︓卒業論文・卒業研究』については
いずれも「熱心」が5割〜6割、「やや熱心」も併せると9割以上が肯定的回答となった。
・『D:専門科目（実験）』は受講していない10名を除くとC・E・Fと同様の結果となった。
・一方、『B︓外国語科目』については、「熱心」が1割強、「やや熱心」を併せても肯定的回答は5割超にとどまった。
・外国語を除くと、より専門性が高く、より能動的な学習に対して熱心に取り組む傾向がみられる。



Q4． 課外活動について、どの程度熱心に取り組みましたか。
   AからFまでの項目ごとにお答えください。

項目 1熱心 2やや熱心 3やや不熱心 4不熱心 5取り組んでいない 合計 1＋２合計 1＋２比率

A︓部活・サークル活動 33名 21名 6名 5名 29名 94名 54名 57.4%
B︓資格の取得 25名 27名 4名 6名 32名 94名 52名 55.3%
C︓アルバイト 44名 34名 6名 3名 7名 94名 78名 83.0%
D︓ボランティア 11名 18名 3名 1名 61名 94名 29名 30.9%
E︓学外実習 29名 19名 7名 2名 37名 94名 48名 51.1%
F︓インターンシップ 28名 28名 5名 6名 27名 94名 56名 59.6%
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・課外活動について、一番熱心に取り組んでいたのが『C:アルバイト』の約8割、
次いで『F︓インターンシップ』、『A︓部活・サークル活動』、『B︓資格の取得』だった。
・『F︓インターンシップ』、『A︓部活・サークル活動』、『B︓資格の取得』はいずれも、5〜6割が熱心・やや熱心に
取り組んでいる一方、3割は実施なし。
・『D︓ボランティア』については熱心・やや熱心な活動が3割にとどまり、6割以上が実施していなかった。



Q5． 在学中に以下の力はどの程度身に付きましたか。
    AからLまでの項目ごとにお答えください。

項目 １身についた ２やや身についた ３どちらともいえない ４やや身についていない ５身についていない 合計 1＋2合計 1＋２比率

J︓一般的知識・幅広い教養 39名 45名 10名 94名 84名 89.4%
B︓自己理解・主体的行動 45名 36名 9名 2名 2名 94名 81名 86.2%
A︓コミュニケーション能力 35名 44名 12名 2名 1名 94名 79名 84.0%
I︓チームワーク 40名 35名 14名 4名 1名 94名 75名 79.8%
F︓コンプライアンス・倫理観・モラル 40名 34名 18名 2名 94名 74名 78.7%
D︓創造力・論理的思考力 34名 40名 17名 2名 1名 94名 74名 78.7%
C︓課題発見・対応能力、企画力、計画力 37名 36名 16名 4名 1名 94名 73名 77.7%
G︓文章表現力・数的処理能力 26名 44名 14名 6名 4名 94名 70名 74.5%
L︓社会課題の俯瞰的理解力 23名 44名 19名 4名 4名 94名 67名 71.3%
K︓統計分析・数値的分析力 20名 44名 14名 12名 4名 94名 64名 68.1%
E︓学習習慣・自己啓発力 27名 36名 19名 8名 4名 94名 63名 67.0%
H︓情報通信技術（ICT）活用力 11名 37名 19名 14名 13名 94名 48名 51.1%
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１身についた ２やや身についた ３どちらともいえない ４やや身についていない ５身についていない

・表・グラフとも「身についた」＋「やや身についた」合計が多い順へ並べ替えたところ、
「身についた」「やや身についた」が一番多かった項目は『J︓一般的知識・幅広い教養』。
次いで『B︓自己理解・主体的行動』、『A:コミュニケーション能力』、 『I:チームワーク』となった。
・ 『J︓一般的知識・幅広い教養』では、「身についていない」などの否定的な意見も見られなかった。
・「やや身についていない」「身についていない」回答が比較的多かったのは『H︓情報通信技術（ICT）活用力』
『E︓学習習慣・自己啓発力』『K︓統計分析・数値的分析力』であった。



Q5．その他、A〜L以外で身に付いたことがあれば、お知らせください。

 項目 5名

1名

1名

1名

1名

1名

飲み会での立ち回り、
イベントやライブの企画運営能力運営

経営能力

自身の学んだ分野からの広がりや、仕事をするうえで
自分自身が関わっていく方法を探しだす力。
多分野連携。

専門的知識、技術

卒論を通じて統計学を学ぶことができた。
母数や変数の属性を気にするようになった。



Q6．本学で学ぶ学生が特に身につけた方が良いと思う力はなんですか。ひとつお選びください。

 項目 人数 比率
A︓コミュニケーション能力 24名 25.5%
B︓自己理解・主体的行動 19名 20.2%
C︓課題発見・対応能力、企画力、計画力 16名 17.0%
D︓創造力・論理的思考力 6名 6.4%
E︓学習習慣・自己啓発力 2名 2.1%
F︓コンプライアンス・倫理観・モラル 3名 3.2%
G︓文章表現力・数的処理能力 0名 0.0%
H︓情報通信技術（ICT）活用力 1名 1.1%
I︓チームワーク 4名 4.3%
J︓一般的知識・幅広い教養 5名 5.3%
K︓統計分析・数値的分析力 6名 6.4%
L︓社会課題の俯瞰的理解力 7名 7.4%
M︓その他 1名 1.1%

 合計 94名 100.0%

・身につけた方が良い力として、最も多かったのが『A:コミュニケーション能力』で、全体の4分の1の方が選択した。
・次いで『B︓自己理解・主体的行動』、『C︓課題発見・対応能力、企画力、計画力』という結果となった。
・逆に選択されなかったのが『G︓文章表現力・数的処理能力』（0名）、『H︓情報通信技術（ICT）活用力』
（1名）『E︓学習習慣・自己啓発力』（2名）
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D：創造力・論理的思考力

E：学習習慣・自己啓発力

F：コンプライアンス・倫理観・モラル

G：文章表現力・数的処理能力

H：情報通信技術（ICT）活用力

I：チームワーク

J：一般的知識・幅広い教養

K：統計分析・数値的分析力

L：社会課題の俯瞰的理解力

M：その他



Q６．Mその他を選択した方はどのような能力が必要か、具体的にお知らせください

項目（その他選択の方の意見） 1人

1人

項目（その他選択以外の方のご意見） 選択項目 7人

A︓コミュニケーション能力 1人

A︓コミュニケーション能力 1人

A︓コミュニケーション能力 1人

B︓自己理解・主体的行動 1人

E︓学習習慣・自己啓発力 1人

K︓統計分析・数値的分析力 1人

K︓統計分析・数値的分析力 1人

生命、大地や農業に対する感謝と喜び、楽しさを見つける力

どの業界に就職しても、必要となるスキルであるから。

農業に関する専門知識

一般的知識、課題発見・対応能力

仕事で肝になるとかんじたから

社会人に出たらコミュニケーション能力の無い人間は使い物にならないから。

家計管理能力

農大の英語教育はお粗末なので英語力は自分で身につける必要が
あると思います。
日本を代表するグローバル企業で働いておりますが
英語での会議/資料はあたり前に行われ、
従業員にも英語力が求められる機会が極めて多いことを実感したため。



Q7．卒業後から今日までを振り返り、本学の教育をどのように評価しますか。

項目 人数 比率

非常に役立っている 31名 33.0%

役に立っている 55名 58.5%

どちらともいえない 5名 5.3%

役に立っていない 2名 2.1%

非常に役に立っていない 1名 1.1%

 合計 94名 100.0%

・卒業後の教育への評価としては「非常に役立っている」が31名（33.0%）、
「役に立っている」が55名（58.5%）と、9割以上の方が高く評価している。
・一方、「役に立ってない」「非常に役になっていない」というご意見も3名より頂いた。
3名中2名は、教育・研究および大学生活に「不満」とのご意見を頂いた方と同一だった。
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